


平成5年8月

7
月
叩
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
玉
川
村
農
業
委
員
が
決
ま

り
、
第
一
回
の
委
員
会
が
7
月
初
日
に
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
幻
世
紀
に
向
か
い
元
気
な
農
業
を
目
指
し
て
活

躍
さ
れ
る
ゆ
人
の
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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平成5年8月広報たまかわ

したまり決ま玉川村農業委員が
会
長
に
は
車
田
次
夫
村
長

任
期
満
了
に
よ
る
玉
川
村
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、

7
月
日
日

に
告
示
さ
れ
、
選
挙
に
よ
る
委
員
定

数
日
人
に
対
し
て
口
人
が
立
候
補
し

た
た
め
、
立
候
補
者
全
員
が
無
投
票

当
選
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
選
任
委
員
5
人
(
議
会
2

人
、
農
協
各
1
人
、
農
業
共
済
1

人
)
も
決
定
し
、

7
月
初
日
に
村
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
第
1
回
目
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
会
長
に
議
会
か
ら

選
任
さ
れ
た
車
田
次
夫
村
長
、
職
務

代
理
者
に
矢
部
玄
信
さ
ん
と
関
根
正

さ
ん
を
互
選
し
た
あ
と
、
年
間
事
業

計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

7 

小
林
仙
治
(
日
)

g 

吉
田
喜
久
雄
(
印
)

10 

ロ
同
林
邦
男
(
羽
)

会

長

沼
車
田
次
夫
(
印
)

職
務
代
理
者

刊
は
矢
部
玄
信
白
)

職
務
代
理
者

8

関

根

正
(
印
)

来

京

国

国

民

ー
必
針
政
治
(
印
)

11 

円
〈
合
一
房
夫
(
印
)

選挙 1期(竜崎)

13 

塩
沢
良
園
(
倒
)

選挙 2期(岩法寺)

14 

矢
部
茂
政
(
位
)

選挙 1期(中)

入居者を募集

村営住宅玉川団地の第 4号棟が完成

し、入居者を募集しています。

村営住宅玉川団地E-ヨE彊E

2 

倉
鎌
徳
三
(
印
)

選任議会 3期(小高)

3 

滝
口
政
信
(
羽
)

選挙 2期(川辺)

フk
木木

忠
寛
(
印
)

4 

選挙 1期(北須釜)

塩

沢

忠

6 

野
崎
丈
吉
(
日
)

選挙 2期 (J11辺)

15 

矢

部

欣

選挙 1期(南須釜)

16 

溝
井
銭
蒲
(
日
)

選挙 1期(南須釜)

17 

岩
〈
合
利
秋
(
M
W
)

選挙 1期(苦)

-今回募集している団地は、

3LDKが12戸、

2LDKが6戸の計18戸です0

・料金は、

3しDKが月30，000円、

2LDKが月27，000円となっています。

(
叫
)

(
日
)

入居条件など詳しくは、玉川村役場建

設課まで。合(0247)57-3101内線25番
選任議会 1期(岩法寺)

2 

選挙 1期(山小屋)

愛
f
T

あ
り
が

Y
、
)

7
月
幻
自
の
献
血
者
は

ω人
で
し

た
。
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
(
太

字
は
側
聞
献
血
者
)

A
V
東
京
精
工
側
日
人

佐
藤
昭
好
小
林
和
寿
長
谷
川
弘

顕

田

口

優

一

矢

部

洋

一

緑

川

義

人

水

野

祐

二

矢

部

政

広

高

林
正
コ
一
本
松
常
夫
遠
藤
信
嘉

大
柿
サ
ト
子
坂
倉
和
男
阿
部
由

紀

夫

関

根

弥

生

宇

都

宮

安

典

宗

像

充

小

林

純

子

池

浦

春

美

田
子
善
治
郎
遠
藤
利
幸
吉
田
辰

良

坂

本

政

勝

佐

久

間

伸

博

矢

部

春

子

加

藤

進

大

竹

初

夫

岡

正
志
鈴
木
忠
雄
矢
吹
ハ
ナ
ヨ

近
内
由
美
子
佐
久
間
理
佳
草
野

一
代
永
沼
喜
一
ぶ
林
規
浩
坂

本

尚

小

針

正

光

宇

都

宮

幹

車

田
姫
子
西
牧
恵
美
子
大
越
ト
ミ

子

根

本

晃

生

大

槻

金

市

鵜

沼

征

一

小

豆

畑

智

添

田

光

雄

佐

藤

登

小

林

智

子

岩

谷

清

遠

藤

道

義

我

妻

正

一

三

島

木

哲

也

古
川
文
雄

選任・農協 2期(吉)選挙 1期(北須釜)選任・農協 2期(川辺)選任・共済 4期(川|辺)

血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
献
血
者
の

健
康
管
理
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
よ

う
、
す
べ
て
の
献
血
者
に
、
次
の
項

目
の
検
査
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選挙 1期(小高)

A
V
玉
川
村
役
場
前
日
刊
人

境
田
キ
ヨ
子
小
針
一
二
小
針
達

夫

車

田

光

子

渡

辺

祥

子

高

原

美

重

子

橋

本

玉

枝

三

吉

隆

之

塩
沢
邦
章
大
竹
義
紀
鈴
木
節
男

八
木
玲
子
柏
葉
敦
三
瓶
ア
キ
子

高
原
昭
子
矢
部
照
子
松
浦
美
津

子

渡

辺

幸

子

本

田

優

二

草

野

義

房

蕪

木

陽

子

岩

谷

ミ

ド

リ

丹
内
一
彦
岩
谷
ミ
サ
ヲ
塩
沢
勝

己

国

井

正

四

大

野

賢

一

熊

田

富
一
佐
藤
恵
美
子
久
保
木
徳
雄

大
槻
喜
美
子
鈴
木
千
代
子
小
原

幸

春

小

林

弘

小

原

和

彦

安

倍

孝

油

座

広

安

車

田

永

勝

森

清

重
大
木
和
彦

※
次
の
方
々
は
成
分
献
血
で
す
。

矢
部
玄
幸
高
林
重
和
仁
井
田
健

草

野

正

博

森

博

小

針

武

彦

選挙?期(小高)
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防
第四回福島県

消防操法競技会

石川支部大会

圏

「惜しくも入賞ならずJ

3自
第
mw
回
福
島
県
沼
紡
操
法
競

技
会
石
出
支
部
大
会
が
、

8
月

1
日
〈
日
〉
杭
川
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
か
れ
、
玉
川
村
か
ら
の

代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
の
部
に

南
須
議
分
間
、
小
型
ポ
ン
ブ
の

部
に
山
小
屋
分
聞
が
出
場
し
、

石
川
管
内
町
村
か
ら
の
代
表
と

操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
車
部
村
長
を
は

じ
め
村
清
防
団
幹
部
、
各
地
区

の
役
員
や
家
族
、
婦
人
消
防
隊

ら
が
応
援
に
か
け
つ
け
、
出
場

す
る
選
手
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

競
技
は
ポ
ン
プ
車
の
部
が
先

に
行
わ
れ
、
南
須
釜
分
間
は
3

番
目
に
、
続
い
て
行
わ
れ
た
小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
山
小
屋
分

間
が
1
番
自
に
出
場
。
部
分
間

と
も
キ
ピ
キ
ピ
と
し
た
競
技
を

披
露
し
、
応
媛
席
か
ら
さ
か
ん

な
拍
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
・
一
関
須
経
が
わ
ず
か

の
差
で

3
位
、
山
小
屋
分
留
が

5
伎
と
上
位
に
入
賞
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長

く
厳
し
か
っ
た
練
習
を
訴
え
て

力
の
織
り
が
ん
ば
っ
た
選
手
の

皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
大
き
な
拍

手
を
嬉
り
た
い
と
患
い
ま
す
。

ま
た
、
選
手
を
陰
で
支
え
た
家

擦
や
各
消
防
分
間
の
関
保
者
の

普
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

健
関
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

南
須
釜
分
部
〈
ポ
ン
プ
豪
の
部
)

指

揮

者

宗

形

光

議

1
番

員

鈴

木

博

幸

2
番

異

吉

村

忠

幸

3
番

出

県

内

谷

久

4
番

員

真

野

自

忠

夫

被

充

員

阿

部

溝

山
小
農
分
間
〈
小
型
ポ
ン
ブ
の

指
揮
者

1
番
良

石

政弘

広護、f
h門

町

H
H
J
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森口

3
番
員

補
充
員

森

金鰭

4 
5 



君
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
、

拍
手
を
お
く
ろ
う

玉
川
村
青
少
年
球
技
大
会

第
包
回

第
幻
回
玉
川
村
少
年
球
技
大
会

が
玉
川
第
一
小
学
校
の
校
庭
と
体

育
館
、
泉
中
学
校
校
庭
で
関
か
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
村
内
の
小

学
生
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
日
チ
ー

ム
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

印
チ
l
ム
が
参
加
し
、
ギ
ラ
ギ
ラ

す
る
太
陽
の
下
で
熱
戦
を
展
開
。

応
援
に
か
け
つ
け
た
父
兄
か
ら
大

き
な
拍
手
を
、
つ
け
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
も
に
中

チ
l
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
供
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
全
な
心
身
を

つ
く
り
、
子
供
た
ち
同
士
の
交
流

を
目
的
に
、
玉
川
村
青
少
年
育
成

村
民
会
議
が
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

入
賞
チ
l
ム
は
次
の
と
お
り

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

中

準

優

勝

竜

崎

第
三
位
吉
・
小
高
・
南
須
釜

・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

中

準

優

勝

川

辺

第

三

位

吉

小

高

北

須

釜

自分の心を自分の言葉で
須釜中非行防止弁論大会

須釜中学校の体育館で、第15回非行防止校内弁論大会が

関かれました。この大会は夏休みを前に毎年間かれており、

同校と須釜地区防犯協会が主催 しています。非行や友人、

家族、学校生活で感じた自分の心を、自分の意見として発

表した生徒らは、訪れた父兄や来賓からさかんな拍手を浴

びていました。入賞者は次のとおり。

最優秀賞瀬谷麻里子 (1年) 優 秀 賞

優秀賞高橋郁恵(2年)

塩沢友里 (1年)

明日のいしかわを考える
石川地方時代サミットパート 2

(拙いわき石川青年会議所(酒井正喜理事長)が主催した

・93石川地方新時代サミット partIlが、マーヴェラス末広

(中)で開かれました。

サミットでは、第一部として福島大学教授の新家健精氏

による講演、 第二部は福島県企画調整部長の渡辺康夫氏に

よる講演があり、つづいて車田次夫村長、阿部古殿町長、

阿部日本航空福島支j苫長、福山全日空福島支庖長、酒井正

喜理事長らによるパネルデイスカッションが行われ、それ

ぞれ切立場から明日の石川地方を考える活発な意見が出さ

れました。

関

ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
翻

ア
ラ
ブ
と

7
月
日
日
午
後

6
時
お
分
に
は
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦

(
U
A
E
)
の
シ
エ
イ
ク
・
サ
イ
l

ド
・
ビ
ン
・
ザ
l
イ
ド
・
ア
ル
・
ナ
ハ

ヤ
l
ン
殿
下
が
、
ま
た
、

7
月
忽
日

午
後
4
時
的
分
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
ハ

シ
ミ
テ
王
国
の
ハ
イ
ヤ
王
女
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
機
で
福
島
空
港

関根前教育長に
文部大臣表彰

関根忠幸さん(蒜生)が、青山学院大学講堂(東京都)で開

かれた平成 5年度地方教育行政功労者表彰式の席上、教育

行政功労者として文部大臣表彰を受けられましたρ

関根さんは昭和55年11月19日から、平成4年11月18日ま

での 3期12年にわたり、村教育長として本村の教育行政に

尽くされました。

受賞おめでとうございます。 特
別
機
で
福
島
空
港
に

に
降
り
ム
ぶ
ち
ま
し
た
。

空
港
で
は
、
玉
川
村
と
須
賀
川

市
の
関
係
者
ら
が
出
迎
え
、
両
国

の
小
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
ま
し

た。
こ
れ
で
、
特
別
機
が
福
島
空
港

を
利
用
し
た
の
は
今
年
の
4
月
M

日
以
来
3
回
に
な
り
ま
す
。

務
説
明
治
会
活

曹
が
叩

町

一向

表

現、ndv哨

肉
却
下
志
ム
手
段

ノ

トな
i

争
在
長
年
い
わ
す
悼
す
殺
す

一
敗
必
一
行
試
の
究
究
者
度
外
す
み
頻
差
三

川忠明

均
緒
川
本
げ
よ
ま
L
仁
そ
の
初

E

小
ド
ホ
ぇ
、
、
、
、
ド
表
彰
し
ま
す

ネ
古
川
え
年
七

H'fAn

季
大
医
森
h
y
n
R
4
4
句む

圏

村青少年育成協議会の南須釜地区推進協議会(大木吉邦

会長)が、地域の子供たちからお年寄りまでの交流会を行

いました。計画では神社や大寺城跡の環境整備も行う予定

でしたが、あいにくの雨のため公民館でのゲームと食事会

となりました。 9回目を数える交流会で子供たちは、自分も

地域の一員であるという自覚が持てたのではないで、しようか。

地域は、子供たちの育て親

南須釜地区で交流会

村
内
一
斉
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と

玉
川
の
河
川
は
、
見
ち
が
え
る

ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
朝
早
く
か

ら
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
年
も

竹
ぼ
う
き

川
本
を
寄
贈

小
針
守
次
さ
ん

小
針
守
次
さ
ん
(
中
)
か
ら
村

に
手
作
り
の
竹
ぼ
う
き
別
本
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
小
針
さ

ん
か
ら
は
今
ま
で
に
も
竹
ぼ
う

き
の
寄
付
が
あ
り
、
村
内
の
各

小
・
中
学
校
で
使
わ
れ
て
い
ま

す。石
井
買
さ
ん
が
翻

人
権
養
護
委
員
に

石
井
賓
さ
ん
(
小
高
)
が
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

飯
島
春
雄
さ
ん
(
南
須
釜
)
も
再

任
さ
れ
、
困
り
ご
と
や
も
め
ご

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



「

い
ざ
と

い
う
と
き

救急車は119番通報を受けてから、現場ま

で5分から 6うきわ¥かります。

この時間、何の応急処置もしないでいます

険におちいるごとがありますので、正しい応

急処置をおぼえていざとういときのためにそ

と、けが人や急病人の症状が悪化し生命が危

平成5年8月広報たまかわ

ク、ませんか芯れζL
原付バイクの自賠責保険

なえましょう。

ま女

ます、患者を水平に寝かせ状態を謁

意識はあるか。

べ否。

* 

あ
な
た
は
ど

呼吸はしているか。* 
心臓は動いているか。

出血はないか。

骨折はないか。

第 1条

* 
* 
* 

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
(
自
賠
責
保

険
)
は
、
法
律
に
よ
り
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
ま
す
と
6
ヶ
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
、

5
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ

ら
に
、
道
路
交
通
法
違
反
に
よ
り
違
反
点
数

6
点
と
な
り
免
許
停
止
処
分
を
う
け
ま
す
。

2
5
0
C
C
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車
検
制

度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠
責
保
険
(
共

済
)
の
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
油
断
は

禁
物
」
。
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も
軽
視

で
き
ま
せ
ん
。

別
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

局りに危険なものはないか。* 
呼吸がないときは人工呼吸又は、心第 2条

ノム10

傷の手当ては清潔に行い、感染防止

※救急法講習会を受けたい事業所又は団体

8 

出来るだけ早く医師か救急車を呼第 3条 う
す
る
レ

原
動
機
付
自
転
車
等
に
よ
る
無
保
険
(
無
共
済
)
事
故
の
事
例

1.789万円速度を40km越える時速約70kmで、運行中、道路左側を同方向に歩行中

の被害者(男、 18才)と衝突し、同人に傷害を負わせ死亡させた。

臓が止まっているときは人工呼吸と

心臓マッサージ、必要なら出血を止

める。

は、随時受け付けておりますので、須賀川消

防署 (76-3111)までご連絡下さい。

に注意する。

患者を励まし安心させるo

第 4条

第5条

こ
れ
ら
の
事
故
は
、
い
ず
れ
も
自
賠
責
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
原
付
自
転
車
等
が
起

こ
し
た
事
故
で
す
。
加
入
者
は
、
自
賠
責
保

険
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
損
害
賠
償
額
の
全

額
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
自
賠
責
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば

死
亡
事
故
の
場
合
3
，
0
0
0
万
円
ま
で
、

傷
害
事
故
の
場
合
1
2
0
万
円
ま
で
保
険
金

(
共
済
金
)
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
損
害
保
険
会
社
、
同
代

理
庖
、
農
協
で
行
っ
て
い
ま
す
。
原
付
バ
イ

ク
の
保
険
料
(
共
済
掛
金
)
は

1
年
契
約

7
，
8
5
0
円
2
年
契
約
1
1
，
6
0
0
円

じ
す
。自

賠
責
保
険
は
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
。
加
入

し
て
い
な
い
場
合
は
、
今
す
ぐ
手
続
き
を
。

臨盟
加害者の少年 (18才)は、無保険(無共済)の原動機付自転車を制限

奈良県

2.500万円

加害者(男、 23才)は、無保険(無共済)の軽二輪車を制限速度を

35km越える時速75kmで、運行中、進路前方を右方から左方に向けて横

断中の被害者(男、 56才)の発見が遅れ同人と衝突し、同人に傷害を

負わせ、後遺障害 1級の損害を与えた。

静岡県

4.896万円

加害者の少年 (15才)は、無保険(無共済)の原動機付自転車を無免

許で制限速度を50km越える時速約80kmで、運行中、進路前方のT字路

交差点を左方から右方に向けて横断中の被害者(男、 60才・女、

58才)に自車前部を衝突きせ、両名に傷害を負わせ死亡させた。

東京都

2.040万円

加害者の少年 (17才)は、無保険(無共済)の原動機自転車を制限速

度を20km越える時速約50kmで、進行中、前方より自車進行車線上には

み出して進行してきた被害者(男、 19才)の自動車二輪と衝突し、同

人に傷害を負わせ死亡させた。

京都府

留置交通事故ご相談
・電話のご相談もお受けします
電話0245-21-1295C直通)

相談日:月曜から金曜午前 9 時半~12時
午後1暗~4時40分(祝祭日を除く)

。専門の相談員が親身になってご相談に
応じます ο弁護士相談日:毎週木曜日
午後 1 時~4 時

社団法人日本損害保険協会

福島自動車保険請求相談センター

9 



敬老会は 9月15日
今年も元気でおいでください

川辺小ブールで

下請取引相談委員とは

9月15日は敬老の日です。村では、「平

成 5年度玉川村敬老会」を 9月15日午前

10時から村体育館で行います。

該当者には招待状が郵送されますの

で、元気にご来場下さい。

詳しいことは、役場住民課まで。

親企業に苦情を言いたいけど直接は言

えない。下請代金法の違反を申告したい

けど、邑分が言ったことを親企業に知ら

れたくない……。そんな悩みなどの相談

に応じてくれるのが「下請取引相談委

員」です。

福島県では14名の方が通商産業大臣か

ら委嘱されています。

詳しくは、(財福島県中小企業振興公社

告0245(21)5527まで。

精神発達に遅れのあるお子さんを専門
に教育する通学制の養護学校「県中養護
学校(仮称)Jが開設されます。
・開設時期平成6年 4月 1日
・開設場所郡山市中田町赤沼
・平成6年度は小 ・中学部の児童、生徒
が就学します。
詳しくは、県中養護学校開設準備室岱

0249 (51) 0247または村教育委員会まで。

陸
に
海
に
空
に
充
実
し
た
日
々
が
あ
る

戸、d自衛官募集
下記により各種自衛官を募集しています。詳しくは、

郡山募集事務局n0249(32) 1424または、役場総務課まで。

9月19日

10月 7~14 日

l次

2次

士(男女)

一般曹候補学生(男女)

，胸、d

補{長
十
回
同

平成5年8月

20日(創

⑮ 

広報たまかわ

新設、養護学校の

ご案内

9月18日-19日

l次 11月13-14日

2 次 12月 14~17 日

11月6日-7日 12月8日-10日2次

推薦

一般

1次

防衛大学校(男女)

防衛医科大学校(男女)

⑮ 24日ω

お誕生おめでとうございます

l次 月2-5日

1次 9月23日

2次 10月19日-24日

3次(空) 11月21日-12月15日

11月10日

航空学生〔海・空)(男女)

生(女子)学

⑧ 

午後 1時~

ツベルつリン反応検査及び

BCG接種 ⑮ 

午後 1時30分~

⑧ -'l 

25日(水)

26巳(木)

27日倒

公図の閲覧は400円に

一法務局からのお知らせ-

土井晩翠賞

詩作晶の募集
旧土地台帳付属地図(公図)の閲覧

は、平成5年10月 1日から図面 1枚につ

き400円の手数料が必要となります。

これは不動産登記法及び登記手数料令

の一部改正によるものです。詳しくは、

最寄りの法務局窓口でおたすねください。

-募集対象 ①資格は東北地方在住者ま

たは東北地方出身者に限る。②晩翠賞は

高校生・大学生・一般とし、晩翠児童賞

は小学生・中学生とする0

・応募締切平成5年 9月5日

詳しくは、土井晩翠顕彰会事務局包

022(214)6139または役場広報係まで。

中尊寺黄金秘宝展
8月28日~

7月から始まったNHK大河ドラマ

「炎立つ」に合わせて「中尊寺黄金秘宝

展」が開かれます。

・とき 8月28日'"'-'10月3日

・ところ 仙台市博物館

・入場料一般・大学生900円
600同小・中学生400円
・問い合わせ先 NHK仙台放送局岱

022(22)1016 

高校生

的
自
典
幸
久
明

世
芭
耳慌

和

孝

和

正

( 7月届出分)

出生児氏名

石 川雅 隆
たく や

曲 山 拓 也

大 竹 栄

飯村夏菜

地区

小高

岩法寺

⑮ 

'l 

ク

8月

19日(木)機能訓練

午後 1時30分~

1歳6ヶ月健診 ⑮ 

(対象平成3年12月.1月生)

午後 1時30分~

ツベルヲリン接種

午後 1時30分~

⑮ 

⑮:保健センター

⑧:須釜公民館

午後 1時~

母親教室

午前9時15分~

育児教室

午後 1時~

9月
8日付く)

快適職場づくりに

融資制度

特別給付金について
一戦没者の妻及び父母の皆さんヘー

海上保安庁か5
学生の募集について

おくやみ申し上げます

(7月届出分)

寄付ありがとうございます

労働者の疲労やストレスをなくすた

め、職場の快適化計画が進められていま

す。国では、この計画に対し、融資制度

を設けています。融資比率など詳しく

は、社団法人「逼島県労働基準協会」までo

n0245(22)6717 
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特別給付金の最終償還を終えた戦没者

等の妻及び父母等に改めて特別給付金が

支給されます。

第10固と第14ロの特別給付金「い号」国

債を受けられた方などが対象となります。

請求手続きなど詳しくは、役場住民課

福祉係までお問い合わせください。 E

57-3101内線27番。

海上保安庁では、平成6年4月採用と

なる海上保安大学校-海上保安学校の学

生を募集しています。

対象は大学校が高校卒で昭和48年4月

2日以降に生まれた人、学校が同じく高校

卒で昭和45年4月2日以降に生まれた人。

詳しくは、小名浜海上保安部管理課

企 0246(53)7112

死亡者氏名年齢世帯主名

須藤トシ 76 喜徳

高原キイ 82 雄司

大野金次郎 75 健

大和田マツノ 86 正

小山田育子 59 健男

八木キヨ 97 喜治

地区

川辺

小高

南須釜

ウ

'l 

'l 

のは

日

下記の方々から社会福祉活動資金とし

3万円

11 

3万円

2万円

3万円

2万円

2万円

て寄付をいただきました。厚く御礼申し

(村社会福祉協議会)

-南須釜の小山田健男さんから

-南須釜の八木喜治さんから

-南須釜の大野健ーさんから

-南須釜の大和田正さんから

.fI/辺の須藤喜徳さんから

-小高の高原雄司さんから

記

上げます。
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村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
音
の
な

つ
か
し
い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
持
ち
の
方
は
広
報
係
ま
で
。

「
街
頭
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
」

こ
の
写
真
は
、
昭
和
お

年
頃
の
南
須
釜
字
奥
平

「
ナ
カ
ヤ
商
庖
」
前
の
様

子
で
す
。
写
真
中
央
で
歌

を
歌
っ
て
い
る
の
は
、
食

品
メ
ー
カ
ー
の
宣
伝
を
し

て
い
る
歌
手
で
ギ
タ
ー
を

弾
い
て
い
る
人
と
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
を
演
奏
し
て
い

る
人
も
一
緒
で
す

D

現
在
は
、
テ
レ
ビ
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
各
メ
ー

カ
ー
の
宣
伝
を
し
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
テ
レ
ビ
が

そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い
な

い
た
め
、
小
売
庖
の
前
で

メ
ー
カ
ー
か
ら
頼
ま
れ
た

歌
手
な
ど
が
宣
伝
活
動
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
い

わ
ば
「
街
頭
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
L

と
で
も
い
っ
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。
目
を
ま
る

く
し
て
歌
手
を
見
て
い
る

子
供
た
ち
の
表
情
か
ら

も
、
珍
し
い
催
し
だ
っ
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

写
真
提
供
は
小
針
好
夫

さ
ん
(
南
須
釜
)
で
す
。

たまかわの皆さん
お元気ですか

一東京玉川会員だより一

く
、
騒
々
し
く
、
街

中
が
沸
騰
、
二
カ
月

が
過
ぎ
去
ろ
う
と
す

る
折
北
海
道
南
西
沖

地
震
、
ホ
テ
ル
の
崩

壊
、
三

O
O
戸
の
焼

失
大
惨
事
で
あ
っ

た
。
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
何
時
に
な
っ

た
ら
晴
天
を
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
や
ら
長
い
梅
雨
の

真
っ
た
だ
中
、
四
月
下
旬
の
肌
寒

さ
に
、
半
袖
シ
ャ
ツ
を
長
袖
シ
ャ

ツ
に
着
替
え
て
の
日
々
。
し
か
し
、

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
熱
く
J

リ
l
グ
の
大
歓
声
の
中
、
負
け
じ

と
プ
ロ
野
球
も
最
大
限
に
頑
張

る
。
大
相
撲
も
強
大
な
力
の
二
子

山
勢
が
圧
勝
、
大
関
若
ノ
花
の
誕

生
、
君
子
に
三
楽
あ
り
と
言
う
が

素
晴
ら
し
き
人
生
で
あ
ろ
う
か
。

不
景
気
の
低
迷
に
心
が
重
く
押
し

潰
さ
れ
そ
う
な
日
々
。
待
て
ば
海

路
の
日
和
あ
り
、
梅
雨
が
明
け
て

真
夏
の
太
陽
を
身
体
一
杯
に
受
け

大
粒
の
汗
を
流
し
て
、
晴
れ
や
か

に
大
ジ
ョ
ッ
キ
を
片
手
に
う
ま
い

ビ
l
ル
を
呑
み
ほ
せ
る
梅
雨
明
け

が
待
ち
遠
し
い
。

臨
機
応
変
に
・

を
待
と
う
。

「
五
月
か
ら
の
雑
感
」

埼
玉
県
朝
霞
市

小
原
俊
男
さ
ん

(
南
須
釜
出
身
)

五
月
の
東
京
玉
川
会
は
大
勢
の

皆
さ
ま
が
会
場
一
杯
に
ご
参
加
な

さ
れ
て
の
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

福
島
空
港
オ
ー
プ
ン
写
真
で
の
ご

紹
介
が
あ
り
、
玉
川
村
の
上
空
は

明
る
く
開
発
さ
れ
素
晴
ら
し
い
滑

走
路
が
完
成
。
こ
れ
か
ら
の
世
界

へ
の
交
流
を
拡
大
さ
れ
将
来
が
熱

望
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
六
月
に
入
り
東
京
サ
ミ
ッ

ト
、
東
京
の
街
中
は
警
察
官
が
二

人
対
に
な
っ
て
立
ち
並
ぶ
勿
々
な

る
姿
、
駅
の
改
札
、
街
角
な
ど
に

全
国
か
ら
東
京
に
集
合
し
た
警
察

官
一
万
人
と
か
。
そ
し
て
衆
議
院

議
員
の
解
散
、
総
選
挙
と
賑
々
し

機
運
上
昇
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